








































































































































































































































































































































ないといけない。私的な空間に入っていくわけですから、“監督” と “撮られる側” ではうま
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注３） 分析方法はSCAT（steps for coding and theorization）を用い、データの収集、語句の抽出・
切片化、説明するためのコード化を行い、理論の生成を目的とする帰納的手法をとっている
（大谷尚「４ステップコーディングによる質的データ分析手法SCATの提案」『名古屋大学大学
院教育発達科学研究科紀要54（2）』2007 p.27︲44）。質的研究は解釈が主観的であることか
ら一般化の課題が指摘されているが、質的研究も量的研究と同様に科学的な理論やモデルを
もたらす研究法の一つ（髙木廣文『質的研究を科学する』医学書院2011）であり、今回のテ
ーマのような「気づく力」への探求においては質的研究が適していると考え選択している。
